


 

 はじめに 

 

 近年、グローバル化や高度情報化が進展する中、社会のあらゆる分野で情報化が進み、

学校教育においては、情報通信技術、いわゆる ICT の特長を最大限に活用した 21 世紀に

ふさわしい新たな学びを創造することが求められています。また、子どもたちが情報や

情報手段を主体的に選択し活用していくために、情報活用能力を身につけ、情報社会に

主体的に対応していく力を備えていくことが望まれています。 

 

  本市では、藤沢市教育振興基本計画において“未来を拓く「学びの環」ふじさわ”の

基本理念のもと、「学校 ICT 機器整備事業」を推進することとし、「教育情報機器の活

用による情報教育の推進」と「効率的な校務処理とその結果生み出される教育活動の質

の改善」に取り組むとしています。また、「藤沢市学校施設再整備基本方針」において

も、「新たな教育ニーズに対応する諸整備」に中で、ICT 環境の整備を挙げております。 

 こうした施策を通して、未来のふじさわを担う子どもたちに、質の高い教育環境を整

備し、子どもたちに生きる力としての確かな学力や情報活用能力など、様々な社会の変

化に対応できる力を育成していくことを目指しています。 

 

 そうした中、本研究部会では平成 25 年度から小学校３名、中学校２名の研究員が、

「ICT を活用した学びの充実」～学びの共有・楽しい授業をめざして～ という研究テ

ーマを設定し、一斉授業や個別学習の中で、子どもの思考過程を可視化することにより、

共通理解をはかり、学びを共有することによって、理解が深められる授業づくりを目指

して研究を進めました。 

 

 本書は、様々な教科指導の場面において、ICT 機器を取り入れた授業実践とともに、

その効果や ICT を活用する際の有効性・注意点等について解説しています。また、教科

指導以外の特別活動や給食指導、部活動指導の場面においても、積極的に ICT を活用し

た実践研究を行ったことにもふれています。日々の授業において、ICT 機器を効果的に

活用することによって、子どもたちが主体的に学習する「新たな学び」を創造すべく、

その実践研究事例や成果と課題等を「情報教育研究部会報告書」としてまとめました。 

  各学校において、本書が積極的に活用され、ICT の特徴をとらえて積極的に活用し、

児童生徒一人ひとりが主体的に学ぶことができるように支援し、21 世紀にふさわしい学

びの実現が図られることを期待しています。 

 

  最後に、本研究をすすめるにあたり、研究部会や授業研究セミナーにおいてご協力を

いただいた協力校ほか市内教職員の皆様方に、心から感謝申し上げます。 

 

 

    ２０１６年（平成２８年）３月 

 

                                      教育文化センター長   上條  茂 
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≪タブレットが有効だと思われる点≫ 

○どの児童・生徒も直観的に操作できる。 
○写真や動画が簡単に撮れ、すぐに見ることができる。 
○画像を拡大することができるので、細かい所の観察に役立つ。 
○編集が簡単。画像を取り入れたフラッシュカードも作れ、データとして保存できる。 
○伝えたいことが可視化でき、クラス全体で共通理解が図れる。 
○起動が速い。思いついた時にすぐに使える。 
○持ち運べる。職員室や教室はもちろん、外でも観察にも使える。 
○コード 1本で TVやプロジェクターにつなげる。 
○インターネットにつながる。教室でも屋外でもインターネットが利用できる。 
○印刷等に使っていた紙の量を減らせる。 
○児童・生徒の興味・関心が引ける。 
 

≪タブレットのデメリット≫ 

○本体価格が高く、環境を整えるのにもコストがかかる。 
○フリーズ(動かなくなって)してしまうことがある。 
○複数台を同時に使う場合、環境に左右されてしまうことがある。 
○児童にタブレットを使う際のルールを事前に指導する必要がある。 
○教師の意図通りに利用するには、ある程度の知識と操作慣れが必要である。 
○長時間画面を見続けると、視力の低下が懸念される。 
 

≪タブレットを使う際の注意事項≫ 

○タブレットは万能ではなく、あくまでも教育機器の一つである。 
○授業の中で効果的に活用できる場面を、事前の教材研究で確認しておく必要がある。 
○授業での活用は、補助的なものである。 
○写真等の個人情報の取り扱いに注意しなければならない。 

☆タブレットまとめ☆ 



 

おわりに 

 

 

 ２０１３年（平成２５年）４月に小学校３名、中学校２名の研究員でスタートし、その後１年目、２年目

にそれぞれ１名が入れ替わり、のべ７名の研究員で取り組みました。 

 藤沢市にタブレットが導入されどのような活用法があるか、文部科学相省の「学びのイノベーション事業」

の実証校の研究発表に行ったり、他市の研究発表校に行ったりして、現状を見てきました。また、毎月の部

会では小学校や中学校の現状について情報交換を行い、研究テーマを設定して試行錯誤の中で研究に取り組

んでみました。算数・数学、理科、図画工作、体育、保健と様々な教科・領域で実践しましたが、その他に

も特別活動、給食、部活にも活用できると思います。是非、先生方もトライしてみませんか？ 

 最後になりましたが、研究部会、授業研究セミナーでは研究員所属の校長先生はじめ教職員の皆様に大変

お世話になりました。ここに厚くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 藤沢市教育文化センター情報教育研究部会 

 

     研究員  関  雄樹 （藤沢 小学校） 

          三浦 弘貴 （俣野 小学校） 

              石橋 隼人 （辻堂 小学校） 

              浦  雅貴 （六会 中学校） 

              桃原 享祐 （秋葉台中学校） 

        元研究員   江頭 政志 （小糸 小学校） 

                    白井 一範 （石川 小学校） 

     担 当  小又 正  佐々木 柿己  倉 紫奈子  松本 あんな 
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ＩＣＴを活用した学びの充実 

～学びの共有・楽しい授業をめざして～ 
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